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「
九
州
北
部
豪
雨
災
害
対
策
本
部
」の

設
置

　
７
月
５
日
、
福
岡
県
と
大
分
県
に
か
け

て
観
測
史
上
最
も
多
い
雨
量
が
観
測
さ
れ
、

九
州
北
部
の
３
水
系
（
遠
賀
川
、
筑
後
川
、

山
国
川
）
で
は
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
る

洪
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
翌
６
日
、Ｐ
Ｃ
建
協
は
こ
の
災
害
に
昼
夜

問
わ
ず
敏
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
本

部
と
九
州
支
部
に
「
九
州
北
部
豪
雨
災
害

対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
週
明
け
の
10
日
に
は
福
岡
県
朝
倉
県
土

整
備
事
務
所
よ
り
災
害
協
定
に
基
づ
く
橋

梁
調
査
の
依
頼
が
あ
り
、
た
だ
ち
に
調
査

班
を
派
遣
し
、
国
道
・
県
道
12
橋
に
対
す

る
点
検
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
般
車
両
の

通
行
に
支
障
が
な
い
か
確
認
し
、
14
日
に

同
事
務
所
へ
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
７
月
31
日
に
は
同
事
務
所
よ
り
２
回
目

と
な
る
橋
梁
追
加
調
査
依
頼
（
１
０
０
橋
）

が
あ
り
、
８
月
上
旬
に
点
検
を
実
施
し
、

８
月
９
日
に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
今
後
の
追
加
調
査
等
の
要
請
に

対
応
す
べ
く
体
制
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
い
復
旧
と
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

♯005

各
発
注
者
と
の
意
見
交
換
会
始
ま
る

　

７
月
下
旬
よ
り
全
国
10
ヵ
所
に
お
い
て

発
注
者
（
各
地
方
整
備
局
、
北
海
道
開
発

局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
）
と
の
意
見
交
換

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

８
月
末
ま
で
に
沖
縄
総
合
事
務
局

（
7
/
27
）、四
国
地
方
整
備
局（
8
/
1
）、

中
部
地
方
整
備
局
（
8
/
24
）、
中
国
地

方
整
備
局
（
8
/
31
）
が
終
了
し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
残
り
の
意
見
交

換
会
を
順
次
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
P
C
建
協
か
ら
の
提
案

①
担
い
手
確
保
の
推
進

・
年
度
工
事
量
の
安
定
的
確
保

・
若
手
お
よ
び
女
性
の
活
用
を
促
進
す

　
る
入
札
制
度
の
提
案

・
完
全
週
休
２
日
の
モ
デ
ル
工
事
促
進

・
適
正
な
工
期
設
定
お
よ
び
工
期
を
延
伸

　
す
る
場
合
の
配
置
技
術
者
の
拘
束
緩
和

②
生
産
性
向
上
の
推
進

・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
技
術
採
用
の
拡
大

・
I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
維
持
管
理

　
の
効
率
化

③
イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
へ
の
対
応

・
P
C
橋
の
維
持
保
全
事
業
で
の
技
術

　
提
案
･
交
渉
方
式
の
試
行
工
事
の
発

　
注

・
P
C
橋
の
維
持
保
全
事
業
に
お
け
る

　
国
交
省
に
よ
る
直
轄
代
行
業
務
を
含

　
め
た
地
方
自
治
体
へ
の
支
援

第
７
回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
を
開
催

　
平
成
29
年
７
月
20
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
で
「
平
成
29
年
度
第
７

回
Ｐ
Ｃ
建
協
業
務
報
告
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

こ
の
報
告
会
は「
会
員
各
社
の
共
益
の

確
保
」を
目
的
と
し
て
、協
会
活
動
の
成
果

を
会
員
全
体
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た

め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
も
、支
部
や
部
会（
小
委
員
会
）の
活

動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
展
示
を
行
い
ま

し
た
。報
告
会
で
は
五
道
仁
実
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
技
術
審
議
官
の
祝
辞
に
続
き
、Ｐ

Ｃ
建
協
か
ら
次
の
７
件
を
発
表
し
ま
し
た
。

① 

新
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
７

② 

生
産
性
向
上
の
取
組
み

③ 

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
の
取
組
み

④ 

撤
去
橋
梁
を
用
い
た
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の

　

診
断
技
術
高
度
化
に
関
す
る
共
同
研
究

⑤ 

シ
ー
ス
周
辺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

　

に
関
す
る
調
査
結
果
報
告

⑥ 

施
工
計
画
書
作
成
の
手
引
き﹇
場
所
打

　

ち
編
﹈の
改
訂
に
つ
い
て

⑦ 

建
築
に
お
け
る
P
C
緊
張
管
理
手
法

　

の
改
善
中
間
報
告

　

そ
の
後
、石
原
康
弘
国
土
交
通
省
大
臣
官

房
技
術
調
査
課
長
か
ら「i-Construction

の

展
開
〜
生
産
性
革
命『
前
進
』の
1
年
」と

題
し
た
特
別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、発
注
者
を
は
じ
め
会
員
企

業
、賛
助
会
員
企
業
を
含
め
、総
勢
１
８
０

人
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、例
年
よ
り
女
性

の
参
加
者
が
増
え
、女
性
技
術
者
に
よ
る

業
務
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

第
25
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を
開
催

　

平
成
29
年
６
月
23
日
に
港
区
の
建
築
会

館
大
ホ
ー
ル
で
「
第
25
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術

講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
の
普
及・

発
展
を
目
的
に
そ
の
活
用
成
果
な
ど
を
紹

介
す
る
も
の
で
す
。講
師
は
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
工

法
で
施
工
し
た
建
築
物
を
担
当
し
た
意
匠・

構
造
設
計
者
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
新
し
い
試
み
と
し
て
東
京
会
場（
主
会

場
）の
映
像
と
音
声
を
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
に
よ
り

大
阪
会
場（
Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
茶
屋
町
）へ
送

り
、東
西
で
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
官
公
庁
・
大
学
・
設
計
事
務
所
・

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
東
京
と
大
阪
を
合
わ
せ
て

３
８
９
人（
前
年
比
47
％
増
）が
聴
講
し
ま

し
た
。各
講
習
の
建
築
物
、講
師
、演
題
は

次
の
通
り
で
す
。

▲ 橋梁を点検する調査班

▲ 橋梁調査会議状況

① 

Ｇ
Ｌ
Ｐ
鳴
尾
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
㈱　
武
田
啓
志

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
免
震
マ
ル

　
　
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
の
開
発
」

② 

高
知
城
歴
史
博
物
館

㈱
日
本
設
計　
松
尾
和
生
、清
水
謙
一

「
城
＋
船
＋
風
土　
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
を
使
い

　

高
知
ら
し
さ
を
表
現
し
た
博
物
館
」

③ 

南
相
馬
市
立
総
合
病
院
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

㈱
久
米
設
計　
奥
野
親
正

「
ド
ラ
イ
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
し
た
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ

　

Ｃ
細
柱
梁
外
郭
架
構
を
有
す
る
病
院
」

④ 

愛
知
総
合
工
科
高
等
学
校

㈱
久
米
設
計　
横
田
順
、中
島
隆
裕

「『
見
え
る
化
』に
よ
る
ス
ケ
ル
ト
ン
フ 

　

レ
ー
ム
の
学
校
」

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

【
関
東
支
部
】

　

平
成
29
年
６
月
６
日
に
日
本
大
学
で
生

産
工
学
部
土
木
工
学
科
３
年
生
の
学
生
51

人
に「
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
」を
テ
ー
マ
に
講
義

と
緊
張
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。講
義
で

は
Ｐ
Ｃ
技
術
の
歴
史
、構
造
や
架
設
工
法
、

構
造
物
の
性
能
と
緊
張
な
ど
に
つ
い
て
写

真
や
資
料
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。ま

た
実
演
で
は
Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線
と
緊
張
器
具

を
使
用
し
ま
し
た
。

【
北
陸
支
部
】

　

平
成
29
年
６
月
６
日
に
長
岡
技
術
科
学

大
学
で
環
境
社
会
基
盤
工
学
課
程
３
年
生

の
学
生
71
人
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
」
と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま

し
た
。
講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
概
要
（
橋
の

構
成
、Ｐ
Ｃ
の
歴
史
・
特
徴
、
構
造
形
式
、

架
設
工
法
）
や
新
潟
県
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

【
中
国
支
部
】

　

平
成
29
年
６
月
27
日
と
７
月
４
日
の
２

日
間
、
広
島
工
業
大
学
で
工
学
部
３
・
４

年
生
の
学
生
15
人
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
橋
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
の

初
日
は
、Ｐ
Ｃ
の
全
体
概
要
と
橋
の
歴
史

に
つ
い
て
資
料
を
用
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
２
日
目
は
Ｐ
Ｃ
構
造
の
理
解
を
促
す

た
め
、Ｐ
Ｃ
の
模
型
や
実
際
の
Ｐ
Ｃ
材
料

を
用
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
平
成
29
年
４
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
通
り
で
す
。
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示
を
行
い
ま

し
た
。報
告
会
で
は
五
道
仁
実
国
土
交
通
省

大
臣
官
房
技
術
審
議
官
の
祝
辞
に
続
き
、Ｐ

Ｃ
建
協
か
ら
次
の
７
件
を
発
表
し
ま
し
た
。

① 

新
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
１
７

② 

生
産
性
向
上
の
取
組
み

③ 

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
の
取
組
み

④ 

撤
去
橋
梁
を
用
い
た
既
設
Ｐ
Ｃ
橋
の

　

診
断
技
術
高
度
化
に
関
す
る
共
同
研
究

⑤ 

シ
ー
ス
周
辺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
温
度

　

に
関
す
る
調
査
結
果
報
告

⑥ 

施
工
計
画
書
作
成
の
手
引
き﹇
場
所
打

　

ち
編
﹈の
改
訂
に
つ
い
て

⑦ 

建
築
に
お
け
る
P
C
緊
張
管
理
手
法

　

の
改
善
中
間
報
告

　

そ
の
後
、石
原
康
弘
国
土
交
通
省
大
臣
官

房
技
術
調
査
課
長
か
ら「i-Construction

の

展
開
〜
生
産
性
革
命『
前
進
』の
1
年
」と

題
し
た
特
別
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、発
注
者
を
は
じ
め
会
員
企

業
、賛
助
会
員
企
業
を
含
め
、総
勢
１
８
０

人
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、例
年
よ
り
女
性

の
参
加
者
が
増
え
、女
性
技
術
者
に
よ
る

業
務
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。

第
25
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
講
習
会
を
開
催

　

平
成
29
年
６
月
23
日
に
港
区
の
建
築
会

館
大
ホ
ー
ル
で
「
第
25
回
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術

講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
習
会
は
Ｐ
Ｃ
建
築
技
術
の
普
及・

発
展
を
目
的
に
そ
の
活
用
成
果
な
ど
を
紹

介
す
る
も
の
で
す
。講
師
は
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
工

法
で
施
工
し
た
建
築
物
を
担
当
し
た
意
匠・

構
造
設
計
者
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
新
し
い
試
み
と
し
て
東
京
会
場（
主
会

場
）の
映
像
と
音
声
を
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信
に
よ
り

大
阪
会
場（
Ａ
Ｐ
大
阪
梅
田
茶
屋
町
）へ
送

り
、東
西
で
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
官
公
庁
・
大
学
・
設
計
事
務
所
・

ゼ
ネ
コ
ン
な
ど
東
京
と
大
阪
を
合
わ
せ
て

３
８
９
人（
前
年
比
47
％
増
）が
聴
講
し
ま

し
た
。各
講
習
の
建
築
物
、講
師
、演
題
は

次
の
通
り
で
す
。

▲ ライブ中継された大阪会場

▲ 熱心にメモを取る参加者

① 

Ｇ
Ｌ
Ｐ
鳴
尾
浜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
Ｐ
Ｒ
Ｓ
㈱　
武
田
啓
志

「
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
免
震
マ
ル

　
　
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
の
開
発
」

② 

高
知
城
歴
史
博
物
館

㈱
日
本
設
計　
松
尾
和
生
、清
水
謙
一

「
城
＋
船
＋
風
土　
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ
Ｃ
を
使
い

　

高
知
ら
し
さ
を
表
現
し
た
博
物
館
」

③ 

南
相
馬
市
立
総
合
病
院
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー

㈱
久
米
設
計　
奥
野
親
正

「
ド
ラ
イ
ジ
ョ
イ
ン
ト
と
し
た
Ｐ
Ｃ
ａ
Ｐ

　

Ｃ
細
柱
梁
外
郭
架
構
を
有
す
る
病
院
」

④ 

愛
知
総
合
工
科
高
等
学
校

㈱
久
米
設
計　
横
田
順
、中
島
隆
裕

「『
見
え
る
化
』に
よ
る
ス
ケ
ル
ト
ン
フ 

　

レ
ー
ム
の
学
校
」

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　
Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

【
関
東
支
部
】

　

平
成
29
年
６
月
６
日
に
日
本
大
学
で
生

産
工
学
部
土
木
工
学
科
３
年
生
の
学
生
51

人
に「
Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
」を
テ
ー
マ
に
講
義

と
緊
張
の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。講
義
で

は
Ｐ
Ｃ
技
術
の
歴
史
、構
造
や
架
設
工
法
、

構
造
物
の
性
能
と
緊
張
な
ど
に
つ
い
て
写

真
や
資
料
を
使
っ
て
説
明
し
ま
し
た
。ま

た
実
演
で
は
Ｐ
Ｃ
鋼
よ
り
線
と
緊
張
器
具

を
使
用
し
ま
し
た
。

【
北
陸
支
部
】

　

平
成
29
年
６
月
６
日
に
長
岡
技
術
科
学

大
学
で
環
境
社
会
基
盤
工
学
課
程
３
年
生

の
学
生
71
人
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
」
と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま

し
た
。
講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
概
要
（
橋
の

構
成
、Ｐ
Ｃ
の
歴
史
・
特
徴
、
構
造
形
式
、

架
設
工
法
）
や
新
潟
県
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

【
中
国
支
部
】

　

平
成
29
年
６
月
27
日
と
７
月
４
日
の
２

日
間
、
広
島
工
業
大
学
で
工
学
部
３
・
４

年
生
の
学
生
15
人
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
橋
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。
講
義
の

初
日
は
、Ｐ
Ｃ
の
全
体
概
要
と
橋
の
歴
史

に
つ
い
て
資
料
を
用
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
２
日
目
は
Ｐ
Ｃ
構
造
の
理
解
を
促
す

た
め
、Ｐ
Ｃ
の
模
型
や
実
際
の
Ｐ
Ｃ
材
料

を
用
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
平
成
29
年
４
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
通
り
で
す
。

芝浦工業大学
日本大学
日本大学
福井工業大学
九州大学
足利工業大学
金沢大学
九州大学
九州工業大学
琉球大学
東京都市大学
東京都市大学
宮崎大学

関東
関東
関東
北陸
九州
関東
北陸
九州
九州
九州
関東
関東
九州

開催日 支部名 学校名
4月
5月
5月
6月
6月
6月
6月
6月
7月
7月
7月
7月
7月

17日
23日
30日
20日
21日
23日
27日
28日
10日
10日
11日
14日
20日

▲ 日本大学での教材を使った実演

▲ PCの構造に関心を示す 広島工業大学の
　 学生たち
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▲ 宮池橋を現場見学する学生たち

▲ 長内川橋を現場見学した下荒谷自治会の方々

▲ 湯の山大橋の橋面上を見学する学生たち

▲ 高耐久PC桁への取組をPRした東北支部

現
場
見
学
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
者
す
る
現
場
見

学
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
四
国
支
部
】

　
平
成
29
年
５
月
11
日
に
香
川
県
東
か
が

わ
市
の「
高
松
自
動
車
道 
宮
池
橋
」な
ど
３

橋
の
工
事
現
場
で
香
川
高
等
専
門
学
校
の

教
職
員
と
学
生
の
47
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
上

部
工
工
事
の
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し

た
。本
橋
は
橋
長
３
６
４
ｍ
の
ポ
ス
ト
テ
ン

シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
11
径
間
連
結
中
空
床
版

桁
橋
（
架
設
桁
架
設
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白

石
）
で
す
。当
日
は
事
業
概
要
と
工
事
進
捗

を
説
明
後
、施
工
中
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
や
建
設

機
材
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・
５
月
29
日 

国
道
55
号
阿
南
道
路
中
島
高

架
橋 

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校 

約
25
人

【
東
北
支
部
】

　
平
成
29
年
６
月
11
日
に
岩
手
県
宮
古
市

の「
国
道
45
号 

長
内
川
橋
」で
地
域
住
民
の

下
荒
谷
自
治
会
の
33
人
を
対
象
に
上
部
工

の
現
場
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。本
橋
は
橋

長
１
９
４
ｍ
の
３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱

桁
橋
（
Ｐ
Ｃ
片
持
架
設
／
ピ
ー
エ
ス
三
菱
）

で
す
。当
日
は
Ｐ
Ｃ
板
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ
構
造

物
の
ね
ば
り
強
さ
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

張
出
し
施
工
な
ど
の
様
子
を
見
学
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

【
中
部
支
部
】

　
平
成
29
年
７
月
５
日
に
三
重
県
菰
野
町

の「
湯
の
山
大
橋（
仮
称
）」で
名
古
屋
工
業

大
学
の
１
年
生
49
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
上
部

工
の
現
場
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。本
橋
は

橋
長
２
６
９
ｍ
、
橋
面
ま
で
の
高
さ
64
ｍ
の

３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋（
Ｐ
Ｃ
片
持

架
設
／
日
本
ピ
ー
エ
ス
･
川
田
建
設
特
定

Ｊ
Ｖ
）で
す
。当
日
は
橋
面
上
ま
で
上
り
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
や
授
業
で
学
ぶ
こ

と
が
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

第
５
回
中
部
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
Ｔ
Ｅ
Ｃ

２
０
１
７
〜
防
災
・
減
災
・
危
機

管
理
展
〜
に
出
展

　
「
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
T
E
C
」
は
、
地
震
対

策
・
I
T
シ
ス
テ
ム
・
労
働
安
全
衛
生
に

か
か
わ
る
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
紹
介
す
る
総
合
防
災
展
で
す
。南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
に
備
え
、地
域
住
民
の
防
災

意
識
向
上
と
関
連
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
拡
大
を
通
じ
て
、防
災
と
減
災
お
よ
び

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

主
催
は
名
古
屋
国
際
見
本
市
委
員
会
で
、南

海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
中
部
圏
戦
略
会
議
が

共
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
平
成
29
年
５
月
18
日
と
19
日
に

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や（
名
古
屋
市
国
際
展

示
場
）
で
開
催
さ
れ
、
１
２
４
の
企
業
と
団

体
が
出
展
し
ま
し
た
。総
来
場
者
数
は
約
２

万
人
と
大
盛
況
で
し
た
。Ｐ
Ｃ
建
協
は
第
１

回
か
ら
出
展
し
て
お
り
、今
回
は
Ｐ
Ｃ
構
造

に
よ
る
人
工
地
盤
の
模
型
を
展
示
し
、Ｐ
Ｃ

利
用
に
よ
る
津
波
対
策
例
を
来
場
者
に
紹

介
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度 

Ｅ
Ｅ
東
北
’17
に
出
展

　
建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど
の

展
示
会
「
Ｅ
Ｅ
東
北
’17
」
が
平
成
29
年
６
月

７
日
〜
８
日
の
2
日
間
、
仙
台
市
の
夢
メ
ッ

セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
27
回
目
を

迎
え
た
今
年
は
過
去
最
多
の
１
万
５
７
０
０

人
（
昨
年
比
10
％
増
）
の
来
場
が
あ
り
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
通
信
技
術
や

震
災
復
興
を
担
う
技
術
な
ど
５
分
野
８
６

９
技
術
の
出
展
が
あ
り
、
P
C
建
協
東
北
支

部
が
共
催
す
る
「
高
校
生
『
橋
梁
模
型
』
作

品
発
表
会
」
に
入
賞
し
た
10
校
の
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
支
部
も

ブ
ー
ス
出
展
し
パ
ネ
ル
な
ど
で
「
高
耐
久
Ｐ

Ｃ
桁
へ
の
取
組
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

（
ド
ロ
ー
ン
）
の
操
縦
力
を
競
う
「
ド
ロ
ー
ン

（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）競
技
会
」が
開
催
さ
れ
、計
15
チ
ー

ム
が
空
撮
技
術
と
計
測
技
術
を
競
う
様
子

を
延
べ
２
０
０
０
人
が
観
戦
し
ま
し
た
。
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現
場
見
学
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
支
部
が
主
催
者
す
る
現
場
見

学
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
四
国
支
部
】

　
平
成
29
年
５
月
11
日
に
香
川
県
東
か
が

わ
市
の「
高
松
自
動
車
道 

宮
池
橋
」な
ど
３

橋
の
工
事
現
場
で
香
川
高
等
専
門
学
校
の

教
職
員
と
学
生
の
47
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
上

部
工
工
事
の
現
場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し

た
。本
橋
は
橋
長
３
６
４
ｍ
の
ポ
ス
ト
テ
ン

シ
ョ
ン
方
式
Ｐ
Ｃ
11
径
間
連
結
中
空
床
版

桁
橋
（
架
設
桁
架
設
／
オ
リ
エ
ン
タ
ル
白

石
）
で
す
。当
日
は
事
業
概
要
と
工
事
進
捗

を
説
明
後
、施
工
中
の
Ｐ
Ｃ
構
造
物
や
建
設

機
材
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
他

・
５
月
29
日 

国
道
55
号
阿
南
道
路
中
島
高

架
橋 

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校 

約
25
人

【
東
北
支
部
】

　
平
成
29
年
６
月
11
日
に
岩
手
県
宮
古
市

の「
国
道
45
号 

長
内
川
橋
」で
地
域
住
民
の

下
荒
谷
自
治
会
の
33
人
を
対
象
に
上
部
工

の
現
場
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。本
橋
は
橋

長
１
９
４
ｍ
の
３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱

桁
橋
（
Ｐ
Ｃ
片
持
架
設
／
ピ
ー
エ
ス
三
菱
）

で
す
。当
日
は
Ｐ
Ｃ
板
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ
構
造

物
の
ね
ば
り
強
さ
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

張
出
し
施
工
な
ど
の
様
子
を
見
学
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

【
中
部
支
部
】

　
平
成
29
年
７
月
５
日
に
三
重
県
菰
野
町

の「
湯
の
山
大
橋（
仮
称
）」で
名
古
屋
工
業

大
学
の
１
年
生
49
人
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
上
部

工
の
現
場
見
学
会
を
行
い
ま
し
た
。本
橋
は

橋
長
２
６
９
ｍ
、
橋
面
ま
で
の
高
さ
64
ｍ
の

３
径
間
連
続
ラ
ー
メ
ン
箱
桁
橋（
Ｐ
Ｃ
片
持

架
設
／
日
本
ピ
ー
エ
ス
･
川
田
建
設
特
定

Ｊ
Ｖ
）で
す
。当
日
は
橋
面
上
ま
で
上
り
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
重
要
性
や
授
業
で
学
ぶ
こ

全
国
か
ら
開
通
情
報

【
東
北
支
部
】

小
名
浜
マ
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
20
ペ
ー
ジ
参
照

　
平
成
29
年
４
月
23
日
に
小
名
浜
港
の
臨

港
道
路
で
あ
る
小
名
浜
マ
リ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

（
橋
長
９
２
７
ｍ
）の
完
成
披
露
式
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。当
日
は
関
係
者
や
地
域
住
民
が

2
0
0
人
参
加
し
、
内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事

な
ど
近
隣
自
治
体
の
首
長
ら
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、く
す
玉
開
披
、そ
し
て「
三
世
代

夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
北
陸
支
部
】

国
道
１
５
８
号
中
部
縦
貫
自
動
車
道

永
平
寺
大
野
道
路（
永
平
寺
Ｉ
Ｃ
〜
上

志
比
Ｉ
Ｃ
）　
開
通

　
平
成
29
年
７
月
８
日
に
国
道
１
５
８
号

中
部
縦
貫
自
動
車
道
永
平
寺
大
野
道
路
の

永
平
寺
Ｉ
Ｃ
〜
上
志
比
Ｉ
Ｃ（
延
長
約
５
・

３
㎞
）が
暫
定
２
車
線
で
開
通
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
永
平
寺
大
野
道
路
（
総
延
長
26
・

４
㎞
）は
全
線
開
通
と
な
り
、両
端
の
福
井
北

Ｊ
Ｃ
Ｔ・Ｉ
Ｃ
〜
大
野
Ｉ
Ｃ
間
は
約
20
分
で

結
ば
れ
ま
し
た
。浅
見
ト
ン
ネ
ル
付
近
で
催

さ
れ
た
開
通
式
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す

玉
開
披
、通
り
初
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
関
西
支
部
】

新
名
神
高
速
道
路（
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

〜
八
幡
京
田
辺
Ｊ
Ｃ
Ｔ・Ｉ
Ｃ
）　
開
通                   

                                

※
24
ペ
ー
ジ
参
照

　　
平
成
29
年
４
月
30
日
に
新
名
神
高
速
道

路
城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ・Ｉ
Ｃ
〜
八
幡
京
田
辺
Ｊ
Ｃ

Ｔ・Ｉ
Ｃ（
延
長
3
・
5
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
第
二
京
阪
道
路
と
京
奈
和
自

動
車
道
が
本
区
間
を
介
し
て
直
結
し
ま
し

た
。城
陽
Ｊ
Ｃ
Ｔ・Ｉ
Ｃ
付
近
で
催
さ
れ
た
開

通
式
で
は
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
な
ど
近

隣
自
治
体
の
首
長
ら
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
今
回
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

【
九
州
支
部
】

熊
本
西
環
状
道
路

（
花
園
Ｉ
Ｃ
〜
下
硯
川
Ｉ
Ｃ
）　
開
通

　

平
成
29
年
３
月
26
日
に
熊
本
西
環
状
道

路
の
花
園
Ｉ
Ｃ
〜
下
硯
川
Ｉ
Ｃ
間
（
４
・

１
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
道
路
は
熊

本
市
が
管
理
す
る
初
の
地
域
高
規
格
道
路

で
、
今
回
の
開
通
で
渋
滞
緩
和
と
災
害
時

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
保
さ
れ
ま
し

た
。下
硯
川
Ｉ
Ｃ
付
近
で
の
開
通
式
に
は

近
隣
自
治
体
の
首
長
な
ど
約
2
4
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
熊
本
県　

八
代
都
市
計
画
道
路
・
南
部

幹
線　

南
川
大
橋（
橋
長
1
9
4
m
）

▲ 中部縦貫自動車道 永平寺大野道路 轟4号橋

と
が
ど
う
活
か
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

第
５
回
中
部
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
Ｔ
Ｅ
Ｃ

２
０
１
７
〜
防
災
・
減
災
・
危
機

管
理
展
〜
に
出
展

　
「
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
T
E
C
」
は
、
地
震
対

策
・
I
T
シ
ス
テ
ム
・
労
働
安
全
衛
生
に

か
か
わ
る
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
紹
介
す
る
総
合
防
災
展
で
す
。南
海
ト
ラ

フ
の
巨
大
地
震
に
備
え
、地
域
住
民
の
防
災

意
識
向
上
と
関
連
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
拡
大
を
通
じ
て
、防
災
と
減
災
お
よ
び

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
へ
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

主
催
は
名
古
屋
国
際
見
本
市
委
員
会
で
、南

海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
中
部
圏
戦
略
会
議
が

共
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
平
成
29
年
５
月
18
日
と
19
日
に

ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や（
名
古
屋
市
国
際
展

示
場
）
で
開
催
さ
れ
、
１
２
４
の
企
業
と
団

体
が
出
展
し
ま
し
た
。総
来
場
者
数
は
約
２

万
人
と
大
盛
況
で
し
た
。Ｐ
Ｃ
建
協
は
第
１

回
か
ら
出
展
し
て
お
り
、今
回
は
Ｐ
Ｃ
構
造

に
よ
る
人
工
地
盤
の
模
型
を
展
示
し
、Ｐ
Ｃ

利
用
に
よ
る
津
波
対
策
例
を
来
場
者
に
紹

介
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度 

Ｅ
Ｅ
東
北
’17
に
出
展

　
建
設
事
業
の
新
材
料
や
新
工
法
な
ど
の

展
示
会
「
Ｅ
Ｅ
東
北
’17
」
が
平
成
29
年
６
月

７
日
〜
８
日
の
2
日
間
、
仙
台
市
の
夢
メ
ッ

セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
27
回
目
を

迎
え
た
今
年
は
過
去
最
多
の
１
万
５
７
０
０

人
（
昨
年
比
10
％
増
）
の
来
場
が
あ
り
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
通
信
技
術
や

震
災
復
興
を
担
う
技
術
な
ど
５
分
野
８
６

９
技
術
の
出
展
が
あ
り
、
P
C
建
協
東
北
支

部
が
共
催
す
る
「
高
校
生
『
橋
梁
模
型
』
作

品
発
表
会
」
に
入
賞
し
た
10
校
の
作
品
展
示

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
支
部
も

第
26
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
神
戸
）開
催
の
お
知
ら
せ

　
（
公
社
）プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
は
「
第
26
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
発
展
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
平
成
29
年
10
月
26
日
と
27
日

の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
神
戸
市
東
灘
区
の

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
マ
ー
ト
で
開
催
し
ま

す
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
特
別
講
演
会
、一

般
学
術
講
演
会
、
企
業
な
ど
の
技
術
展
示

な
ど
が
行
わ
れ
、
わ
が
国
の
Ｐ
Ｃ
の
最
新

情
報
を
得
る
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

編集後記

上野 進一郎（編集委員長）、  樫福 浄（編集副委員長）、　鈴木 裕二、
吉山 誠之、 竹本 伸一、  的場 純一、  深谷 浩史、　松嶋 憲昭、 　
髙松 正伸、 石井 一生（特別顧問）

編集委員会
久我 誠志（幹事長）、 小谷 仁（副幹事長）、 荒畑 智志（副幹事長）、 小出 武、
俵 綾子、 南 浩郎、 三本 竜彦、 木下 拓三、 菅野 隆、太田 誠、清水 郁子、  　
上田 孝明、 寒川 勝彦、 岩﨑 麻美、 小田切 隆幸

編集幹事会

　NHK大河ドラマの直虎フィーバーに沸く、浜松に行ってきました。浜松は、徳川家康が天下人への礎を築いたところであり、豊臣秀吉が天下人
への最初の一歩を踏み出したところでもあります。また近代以降では、YAMAHA、KAWAI、HONDA、SUZUKIなど楽器、バイク、自動車の世界的
大企業を生み出すなど、まさに出世の街、浜松。この出世の運気にあやかり、読者の皆様、当建協が大きく発展していければと思います。
　また「PCのニューフェイスたち」では、平成28年度に誕生したPC構造物の中から14作品を厳選し、施工時のエピソードなどとともに紹介して
います。PC構造物の美しさや力強さを感じていただけたら幸いです。 　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　（木下）

ブ
ー
ス
出
展
し
パ
ネ
ル
な
ど
で
「
高
耐
久
Ｐ

Ｃ
桁
へ
の
取
組
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
マ
ル
チ
ロ
ー
タ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

（
ド
ロ
ー
ン
）
の
操
縦
力
を
競
う
「
ド
ロ
ー
ン

（
Ｕ
Ａ
Ｖ
）競
技
会
」が
開
催
さ
れ
、計
15
チ
ー

ム
が
空
撮
技
術
と
計
測
技
術
を
競
う
様
子

を
延
べ
２
０
０
０
人
が
観
戦
し
ま
し
た
。
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